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「逆 向き設計」論 との出合い

『理解 をもた らすカ リキュラム設計』を翻訳 して

西岡加名恵

1.は じめ に

2012年4月,筆 者 は,1冊 の翻 訳 書 を刊 行 した。G

ウィギンズ/J.マ クタイ著(西 岡加名 恵 訳)『 理解 を も

た らす カ リキ ュラム設 計』(日 本標 準)で あ る。原 著は,

CxWiggins,&J.McTighe,UnderstandingbyDesign

(ASCD。 以下,UbDと 記 す)で あ り,第1版 が1998

年,増 補第2版 が2005年 に出版 され た。

UbDで 提 案 され て い るカ リキ ュ ラム 設計 論 につ い

ては,「 逆 向き設計 」論 と して,そ の概要 を,既 に筆 者

の論 文(「 ウ ィギン ズ とマ クタイ に よる 『逆 向 き設 計』

論 の意義 と課 題 」 日本 カ リキュ ラム学会 『カ リキュ ラ

ム研 究』第14号,2005年,pp.15-29)や,編 著 書(『 「逆

向き設計 」 で確 かな学力 を保 障す る』 明 治図書,2008

年;『 「活用 す る力」 を育て る授業 と評価 ・中学校 』

学事 出版,2009年 〔田中耕治 教授 との共 編著 〕)な ど

にお い て紹 介 して きた。

本 稿 では,改 めて筆者 のUbDと の 出合 い を紹 介す る

ことを通 して,UbDの 魅力 を述 べ たい。ま た,ウ ィギ

ンズ氏がUbDを 考案 した経緯 を整 理 し,UbDが 重視

す る 「理解 」 の意義 につ いて検討 したい。

2、UbDの 魅 力

(1)UbDと の 出会 い

筆者 のUbDと の 出会 いは,2002年 度 に行 った 「教

育方法 講読 演習1・1」 に遡 る。 ポー トフォ リオ 評価

法を研 究 してい る過程 で関 心 を持 った ウィギ ンズ 氏の

著 書 とい うこ とで,UbDの 第1版 をテ キス トに選ん だ。

当時,鳴 門教育 大学 に在職 して いた筆者 は,博 士 後

期 課程在 学 の最終 年度 で 田中耕 治氏 の紹 介で知 っ たポ

ー トフォ リオ評価 法 にっい て文献調 査 を進 めてい た。

また,そ の実 践方 法にっ いて,鳴 門教育 大学 附属小 学

校 の宮本浩 子 教諭 との共 同研 究に取 り組 んで いた。共

同研 究 の課題 は 当初,「総合 的 な学習 の時 間」にお け る

ポ ー トフォ リオ評価 法の活 用 であ った。 しか し,子 ど

もたちの ポー トフ ォ リオ を研 究す る中で,改 めて,教

科 におい て基礎 的 ・基本的 な知識 ・技能(例,記 録 を

取 る力,話 し合 うカ)を 身 につ け させ る こ との重要 性

が浮 かび 上が り,研 究の重 点がル ーブ リックの開発 に

移行 して い った。宮 本浩子教 諭 との共 同研 究にお いて

は,「木 の観 察記録 」(理 科),お よび 「読 書会 を進 め る

力(グ ル ープで の話 し合 う力)」(国 語)に つ いて,子

どもた ちの作 品や 実演 を も とに,ル ー ブ リックを 開発

す るこ とがで きた1。

しか し,ル ー ブ リックの 開発研 究 を他 校 に広 げ よ う

と模 索 し始 めた時,一 つ の壁 に あたった。 ルー ブ リッ

クの意義 を認 め,協 力 しよ うと申 し出て くだ さった先

生 か ら提 供 して いた だいた作 品 をも とにル ー ブ リック

作 りを しよ うと試 み た ところ,そ の先生 の実践 では,

ル ー ブ リ ック を作れ るよ うな作品 が生み 出 され てい な

か った ので ある。 その先 生が与 えて いた課 題 には,○

か ×か で採 点 で き る程 度 の 自由度 しか ない こ とに よ

る もの であ った。

大村 はま の単元学 習 に学びつ つ実践 づ く りを され て

きた宮本 浩子 教諭 は,も とも と子 どもた ちの幅広 い表

現 を引 き出 しつ つ,そ の質 を高 め る指導 を されてい た。

それ に対 し,新 しく共同研 究 に参 加 して くだ さった先

生 は,子 どもたち につまず きが生 じない よ う丁寧 に学

習過程 を整 えるス タイル を採 られ てい た。 その よ うな

ス タイル は,個 々の知 識や技 能 を習得 させ る上で は有

効な もの であ ろ う。 しか し,ル ー ブ リックを評価 基 準

として用 い,ポ ー トフォ リオ で長期 的 な成 長 を追 って

い くべ き よ うな 高次 の学力 の育成 とい う点で は限界 が

あ るので はない か,と 気 づか され た。 それ と同時 に,

その よ うな 高次 の学力 を育成 し評価 す るため の総 合的
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な課題(す なわ ちパ フォー マ ンス課題)を 子 どもた ち

に与 えるた めに は,カ リキュ ラムの作 り方そ の ものを

組 み変 え るこ とが必要 だ と思い至 った ので ある。

(2)「 本質 的な 問 い」 の意 義

そ のよ うな問題意 識 を持 ってい た筆 者 は,当 時 の受

講 生 たち とUbDを 訳 しな が ら読み 進 める 中で,UbD

の カ リキュ ラム設計 論 に魅 了 され てい った。

UbDの 主 張 は,翻 訳書 の 「訳者 ま えが き」で も述べ

た とお り,大 き く次 の4点 にま とめ られ る。

● 単 元設 計 に あた り 「求 め られ て い る結 果 」(目

標)を 設 定す る(第1段 階)。 特 に,重 点的 に扱

う目標 と して,単 元 を通 して 探究 す る 「本 質 的

な 問い 」 と,対 応 して身 につ け させ たい 「永 続

的理解 」 を明確 にす る。

● 「求 め られ て い る結果 」 が達 成 で きてい る か ど

うか を確 かめ る上 で 「承認 で きる証拠」(評 価 方

法)を 決定す る(第2段 階)。 そ の際,パ フォー

マ ンス課 題 を含 め,様 々な 評価 方 法 を組 み 合 わ

せ て用 い る(パ フ ォー マ ンス課題 とは,複 数 の

知 識や 技 能 を総合 して使 い こなす ことを求 める

よ うな複 雑 な課題 を指 す。 具体 的 には,レ ポ ー

トや プ レゼ ンテー シ ョンな どを求 め る課 題 で あ

る)。

● 「求め られ てい る結 果」 「承認 で きる証 拠」 に対

応 でき る学習経 験 と指導 を計画 す る(第3段 階)。

そ の際,子 どもた ちが見 通 しを持 って学 習 に取

り組 み,自 己評 価 を踏 まえて 効果 的 に改 善 を 図

るこ とが で きる よ う,指 導を工 夫す る。

● 単 元設 計(ミ ク ロな設 計)と 長期 的 な指 導計 画

(マク ロな設計)を 往 復 させ な が ら,カ リキ ュ

ラム全 体 の改善 を図 る。

パ フ ォー マ ンス課題 を,単 元 を貫 くよ うな 「本質 的

な問 い」に対 応 させ て用 い る とい うUbDの 提案 は,筆

者 が 当時直 面 していた壁 の乗 り越 え方 をま さ しく示 し

て くれ るもので あ った。

「本 質的 な問 い」はま た,「 ミク ロな設計 」 と 「マ ク

ロな設 計」 を往復 させ る上 の鍵 と して も位 置つ い てい

る。す なわ ち,教 科や領 域 を貫 くよ うな包括 的 な 「本

質 的 な問い」 を踏 ま えつ つ,単 元 にお ける 「本 質的 な

問 い」 を考案 す る とい う提案 は,子 どもの視 点 か らの

カ リキ ュラム の系統性 を示 して くれ るもので もあ る。

さ らに,「 本質 的 な問い」を,第1段 階,す なわ ち子

どもた ちに身 につ け させ るべ き目標 と して位置 づ けて

い るUbDの 提案 は,修 士論 文 ・PhD論 文 にお いて コ

ンプ リヘ ンシブ ・ス クール を研 究 して きた筆者 に とっ

て,特 別 な意 味 を持つ もので もあ った。筆 者 の研 究上

の原点 に位置 つ く問い は,「すべ ての子 どもた ちに とっ

て平等 なカ リキ ュラ ム とは,ど の よ うな ものな のか」

とい うもので あ った。 しか し,カ リキュ ラムにお いて

与 え られ る知識 や技 能 の量のみ に注 目して い る限 り,

カ リキ ュ ラム にお け る平等 は,ど うして も実 現不 可能

な夢 に見 えて しま う。しか し,「本質 的な 問い」を平等

に保 障す べ き 目標 として提 案す るUbDは,一 つ の展 望

を示 す もので ある よ うに思 われ る。

(3)UbDに つい ての理解 を深め る

2002年ll月 には,ウ ィギ ンズ氏 ・マ ク タイ 氏 を訪

問 し,内 容 に関す るイ ンタビュー をす る機 会 を得 た。

その 際,UbDを 翻 訳 したい希 望 を伝 えた ところ,間 も

な く第2版 が出 るの で,そ ち らを訳 した ほ うが 良い と

勧 め られ た。

2005年2月12-13日 に はマ クタイ氏 が,神 戸 のカナ

デ ィアン ・アカデ ミー ・イ ンターナ シ ョナル ・ス クー

ル(theCanadianAcademylnternationalSchool)でUbD

に関す る2日 間の ワー クシ ョ ップ を行 うこ とに な り,

そ れ に参加 させ て いた だいた こ とでUbDに 関す る理

解 が飛躍 的 に深 まった。 「本 質 的な問い 」に対 応 させ て

パ フォー マ ンス課題 を実 際に どの よ うに考案 す るのか

を,身 を もっ て体験 で きたので ある。

2005年 に待 ちに待 った増補 第2版 が 出版 され る と,

す ぐに翻訳 を始 めた が,第1版 とは全面 的 に改訂 され

てお り,一 か らの作 業 となった。2006年8月 には,ウ

ィギ ンズ氏 がア メ リカで実施 した研修(UbDTrainthe

Trainers)に 参 加 し,UbD研 修 者 証 明 書(Trai皿er

Certification)を 取得 した。 また研修 後 には,再 び ウィ

ギ ンズ氏 にイ ンタ ビューす る機 会 をいた だい た。 さ ら

に翻訳 の過程 で は,ウ ィ ギンズ氏 ・マ クタイ氏 に何通

もの メール で質 問を投 げか けたが,い つ も快 く対 応 し

てい ただい た こ とに,心 か ら感 謝 してい る。

翻訳 と並行 して,日 本 の学校 の先生 方 と協 同す る機

会 もい ただ いた。2004年 度 か ら2008年 度 にか けて,
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横 浜国立 大学 附属横 浜 中学 校(当 時)・三藤 あ さみ教諭

には,UbDの 考 えに基 づ く社 会科 のパ フォー マ ンス課

題 づ く りに取 り組 んで いた だい たz。 また,2003年 度

か ら2006年 度 にか けて は加 西市 立下 里小学校 に,2004

年度 か ら2007年 度 にかけ ては京都 市 立衣 笠 中学校 に,

学校 ぐるみ でパ フ ォー マ ンス課題 を取 り入れ た単 元開

発 に取 り組 んで いた だいた3。

さらに,UbDの ワー クシ ョップや これ らの共 同研 究

の成果 を活 か しつつ,2006年 以降,京 都 大学 大学院 教

育学研 究科 が提供 す るEFORUM全 国 スクール リー ダ

ー育成研 修 で,パ フォーマ ンス課題 作 りやル ーブ リッ

ク作 りの ワー クシ ョップを提供 してい る4。そ の成果 は,

中池竜 一助教 が 開発 した 「カ リキ ュラ ム設 計デ ー タベ

ース(CDDB)」 に蓄積 され ,2012年 度 末 に は,単 元

362(う ち公 開238),評 価方 法374(う ち公 開251),

ル ーブ リック275(168),作 品310(307)が 蓄積 され

るにい たっ た5。 さ らに2012年 夏 には,CDDBの 後継

デー タベ ース と して 「EFORUMOnline(EFO)」 を開

設 した。今 後 ます ます の活 用 が期 待 され る。

この よ うなデ ー タベー スに よる成果 の蓄積 と共有 が

可能 に なった の は,UbDの も う一つ の特長 に よる もの

で ある。す な わ ち,UbDで は単元 設計 のテ ンプ レー ト

が提 示 され てお り,ワ ー クシ ョップで はそれ に必 要事

項 を記 入 して い くこ ととな る。 したが っ て,開 発 され

た成果 を共 有す るこ とも容易 になるの で ある。

これ らの 活動 は,筆 者 に とってUbDの アイ デ アを現

場 に普 及す るもの であ る と同時 に,筆 者 自身のUbDに

つい ての理解 を深 める過 程 で もあ った。UbDを 訳す こ

とに よって,筆 者 自身 の授業 やカ リキ ュ ラムを見 る 目

が変 わった ことに も驚 か され た。 以前 であれ ば教 師の

教え方 の巧拙 に 目が 向 きが ちで あっ たの に対 し,UbD

を訳 し終わ った こ ろには,子 どもたち の学習 の実態 に

注 目で き るよ うにな っていた ので あ る。UbDの 有効性

を体感 した経 験 で あった。

3.ア メ リカに おけ るUbDの 登場

(1)ウ ィギ ンズ 氏の学 歴 と教 育歴

次に,ウ ィギ ンズ氏 がUbDを 考案す るにいた った経

緯6に つい て,ウ ィギ ンズ氏 の経歴 を踏 まえつ つ,紹 介

しよ う。2002年ll月18日 に ウィ ギンズ氏 にイ ン タ ビ

ューを した際,ウ ィギ ンズ氏 が何 に影 響 され たのか を

尋 ねた。 以下,特 に注 をつ けて いな い引用 は,そ の際

に ウィ ギ ンズ氏 が行 った説 明か らの引用 で あ る。

ウィ ギ ンズ氏 は,1968年 か ら1972年,セ ン ト・ジ

ョンズ ・カ レッジ(St.Jo㎞'sCollege)で 学 ん だ。 この

カ レッジは,「特徴 的 な 『偉 大 な本』カ リキュ ラム で知

られ る共 学の4年 制 リベ ラル ・アー ト・カ レッジ」7で

あ る。 このカ レッジについ て,ウ ィギンズ 氏は次 の よ

うに語 った。 「最 初 にカ レ ッジ を訪 問 した時,行 きたい

か ど うか 定かで はあ りませ んで した。 しか し,私 が コ

ー ヒーシ ョップ に座 って
,人 々 がコー ヒー と飲 んだ り

ハ ンバ ー ガー を食 べ た り してい た ところ,そ の人 たち

はプ ラ トンにつ いて議論 して いた のです。 これ こそ私

が行 きた い ところだ と思 い ま した。人々 が考 えてい る,

これ は素晴 らしい こ とです。セ ン ト ・ジ ョンズ ・カ レ

ッジ の興 味深 い とこ ろは,皆 がすべ て を一 緒 に学 ぶ こ

とです。 したが って,あ なた は化学 もすれ ば数 学 もす

る,プ ラ ン トンも読 めばユー ク リッ ドも学 ぶ。 た とえ

ば ジ ョン ・ロ ック とニ ュー トン を学 んで い ると,ニ ュ

ー トンにつ なが るジ ョン ・ロ ックの言 葉 に気付 くの で

す。 それ は極 めて知 的 に統 合 され る経 験 で,非 常に珍

しくユ ニー クな,万 人 向けの もので はない 経験 で した。

こんな こ とをす るの では な く,他 の こ とを したい と思

っ た こ ともた くさん あ りま した。 しか し,そ れ を続 け

た こ とで,大 きな影 響 を受 け ま した。 それ は,観 念 の

歴史 につ いて の教育 では な く,重 大な観 念 につい ての

教育 だ った と言 え るか も しれ ませ ん。」 この よ うに,

UbDに お いて提唱 され る 「重大 な観念jの 萌芽 は,ウ

ィギ ンズ氏 の学 生時代 に遡 る。

カ レッジを卒 業 した ウィギ ンズ氏は,そ の後,私 立

学校(LoomisChaffeeSchool)で,1972年 か ら1981年

にい た る10年 間,哲 学 と宗教 の教 師 として勤 めた。そ

の経験 につ いて,氏 は次 の よ うに述 べて い る。 「教 え始

めた時,[セ ン ト・ジ ョンズ ・カ レッジ と]同 じよ うな

こ とが したい と思 い ま した。 しか し,そ れ がで きる公

立学校 は見 つか りそ うにない と知 って もいま した。 な

ぜ な ら,当 時の米 国の公 立学校 は,哲 学 を教 え られ な

かった か らです。哲 学 を教 える資格 は存在 していませ

んで した。 そ こで,私 立の寄宿 舎学校 に行 きま した。

これ もまた背 景の一 つ です 。 なぜ な ら,私 は生徒 た ち

と一緒 に生活 した か らです 。彼 らに野 球 を教 えま した。

彼 らと旅行 に も行 き,哲 学の科 目も教 え ま した。 それ
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で,す べて の学習 の経験 は統合 され てい ま した。」 こ

の よ うな教育歴 は,ア メ リカにお いては極 め てユニ ー

クな もので ある。教 師 と言 えば教科教 育担 当者 とい う

イ メー ジの強 いア メ リカにお いて,ウ ィギ ンズ氏 は全

人教 育 に携 わ る経験 を持 った と言 えよ う。

ウィギ ンズ 氏 は続 けて 次 の よ うに述 べ た。 「した が

って,そ の経験 に基 づ いて,私 は,ど の よ うに教 育 さ

れ るべ きか につ い て,そ して物事 は他 の こ とと関連付

け られ ていな くて はな らない とい うこ とについ て,深

い信 念 を持 ってい ます 。 ここで数 学,こ こで歴 史,あ

そ こで音楽 とい った もの にす ぎない ので はない。違 う。

すべ て のもの は,他 のすべ て のこ とに関 して語 る こと

が で きる。 そ こで,私 は,そ のこ とを学校 で行 う方法

に とて も興 味 を持つ よ うにな りま した。 学校 はそ の こ

とを うま く行 うよ うにで きて いない と,私 は よ く気づ

いて い たのです 。そ こで,大 学院 に行 く時期 で した。

私 は何 をす べ きか わか らなか ったのです 。」

こ うして,ウ ィギンズ氏 は,1981年 か ら1986年 に

至 るまで,ハ ー バー ド大学 の大学 院で 学ぶ こ ととな っ

た。1982年 には教 育学修 士 号(M。Ed.),1987年 には教

育学博 士号(Ed.D)を 取得 してい る。 ウィギ ンズ 氏 は

言 う。 「ハー バ ー ド大 学 に行 った のは,ハ ーバ ー ド大学

にい くとい う知 人 に出会 ったか らにす ぎませ んで した。

彼 女 は私 も気 に入 るか も しれ ない と考 えたの です。 米

国に お ける教 育 の大学 院プ ログラムの トップ3は,ハ

ー バ ー ド大学
,コ ロン ビア 大学の テ ィー チ ャーズ ・カ

レッジ,ス タ ンフォー ド大学 だ といった伝 統 につ いて,

あま り注意深 く調 べて はい ません で した。 これ らが ト

ップ3,あ とはお そ ら く ミシガ ン州 立大 学か な。 そ う

して行 った ところ,教 育 哲学 の素晴 ら しい人物 と出会

い ま した。彼 の名 は,イ ズラエル ・シェ フラー(Israel

Schemer)で す。私は また,キ ャ ロル ・ギ リガ ン(Carol

Gilligan)と も一緒 に仕事 を しま した。」

シ ェフラー は,『 教 育 の こ とば』(原 著 は1960年;

村 井 実 監訳,東 洋館 出版 社,1981年;1987年 に第

2版),『 教 育 か ら見 た知 識 の 条件 』(原著 は1978年;

生 田久 美 子 ほ か 訳,東 洋 館 出版 社,1987年),『 ヒ

ユー マ ン ・ポ テ ンシ ャ ル 教 育 哲 学 か らの考 察 』

(原著 は1985年;内 田種 臣 ・高頭 直樹 訳,勤 草 書

房,1994年)な どの 著 者 で知 られ る教 育 哲 学者 で

あ る。そ の指 導 の も と,ウ ィギ ン ズ氏 は,博 士 論 文

「教 育 目的 と して の 思 慮深 さ(Thoughtfulnessasan

EducationalAim)」(1987年)を 執 筆 した8。

一 方
,ギ リガ ン は,ロ ー レ ンス ・コ ー ル バ ー グ

(LawrenceKohlberg)の 弟 子 で あ り,女 性 の道 徳 発

達 の研 究 を行 っ た こ とで有 名 で あ る。代表 的著 書 と

して,『 も うひ とつ の 声 男女 の道 徳 観 の違 い と

女 性 の アイ デ ンテ ィテ ィ』(生 田 久美 子 ・並 木 美 智

子 共 訳,川 島 書店,1986年)が あ る。ギ リガ ン は,

青 年 期 の発 達 に 関す るプ ロ ジ ェ ク トを行 っ て お り,

ウィ ギ ンズ 氏 は1985年 か ら1986年 に か け て研 究 補

佐 を務 めた。 この 経験 は,UbDに お け る 「理 解 の6

側 面 」 の 提 案 に影 響 して い く(詳 し くは後 述)。

(2)エ ッセ ンシャル ・ス クー ル連盟 に お ける仕事

さて,UbDの 考案 にお いて直接 的 な契機 となっ たの

は,セ オ ドア ・サイ ザー(TheodoreSizer)の 率 い るエ

ッセ ンシ ャル ・ス クール連 盟9で,1986年 か ら研 究 開

発部 長 として仕 事 を した ことであ る。1983年,『 危機

に立つ国 家』 が発表 され,卓 越性 と平 等 をめ ざす 教育

改革 が本格 化 した。 カ リフォル ニア州 で スタ ンダー ド

(カリキュ ラム ・フ レー ム ワー ク)に もとつ く体 系的

な教 育改革 が行 われ るな ど,州 レベル での教 育 改革が

進 め られ た。一 方 で,学 校 レベル での 改革 も進む こと

とな るio。連 盟 の設 立 も,そ の流 れ の中 に ある。 その

経緯 にっ いて,ウ ィギ ンズ氏 は次 の よ うに述 べ てい る。

少 し長 くな るが,引 用 してお こ う。

「も う一 つ の個 人 的な断 片は,と て も有名 な研 究者

で あ り,執 筆家 ・変 革者 であ るテ ッ ド ・サイ ザー のた

め に,4年 間,働 い た ことだ と思 います。彼 は,『 ホ レ

ス の妥 協(HoracesCompromise:TheDilemmaofthe

AmericanHighSchool)』[HoughtonMifflin,1984]を 書

きま した。彼 は,ハ ーバー ド大学教 育学 部 の前学部長

で した。 そ して彼 は1980年 代初頭[1984年]に,エ

ッセ ンシ ャル ・ス クー ル連盟 とい う大 きな高校 改革 の

プ ロジェ ク トを立ち上 げた のです。 私 を雇 った女性 が

最 初 の被 雇 用者 で,私 が2番 目で した。何 を しよ うか

と考 えてい る時,彼 のこ とを知 って,彼 に連絡 すべ き

だ と思 いま した。彼 は当時,ブ ラウン大学 に いて,ち

ょ うどプ ロジェ ク トを始め る ところで した。 プ ロジェ

ク トは何 百 もの学校 を巻 き込 む巨大 な ものに な り,た

く さん の基金 が寄付 を して支 えて くれ ま した。
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私 の仕事 は,彼 のアイデ アの い くつ かの 意味 を捉 え

るこ とで した。 私は,プ ロジ ェク トにお いて,研 究開

発部長 と呼 ばれ てい ま した。 プ ロジ ェク トは9つ の観

念 に支 え られ ていま した。 それ は,9つ の 共通原 理 と

呼 ばれ てい ま した。2つ の重要 な原 理 が あ りま した。

ト っは]生 徒 は働 き手 であ り,教 師 は コーチ であ る

べ きだ とい うものです 。 も う一つ の重要 な原 理 は,卒

業証書(diploma)は,た く さんの科 目を取 ったか らで

はな く,習 得 を発 表 した(exhibitmastery)か らであ る

べ きだ とい うものです 。 これ は,100年 前 の語句 であ

る 『発 表 に よる卒業 証書(diplomabyexhibition)』 とい

う語句 か らきて います。日本 では ど うか知 りませ んが,

過去 には,卒 業 にあ たって学 生た ちがパ フ ォーマ ンス

をす る,プ ロジェ ク トを した り,ス ピー チ を した り,

数で何 か をす る とい った こ とが あ り,そ れ らは発表 と

呼 ばれ て い ま した。 そ こで,テ ッ ドは,『 習得 の発 表

(exhibitionsofmastery)』 と呼 んだの です。卒業 証書 は,

た くさんの科 目を取 ったか らとい うだ けで獲得 され て

はな らない。 あ なたが 重要 な発 表 を行 うことがで きる

とい うこ とを,本 当 に見 るべ きな のです 。 こ う して間

もな く,私 は,『 パ フォーマ ンス』 とい う言葉 に関 わる

よ うに な りま した。 ・・…・

した がっ て,私 の仕事 は,『この こ とは 高校 におい て

何 を意味 して い るのか』 につ いて語 る こ とで した。 な

ぜ な ら誰 も本 当の ところはわ か らなか ったか らです。

つま り,こ れ はデ ッ ドのアイデ アで した。 彼 は このこ

とが,高 校 に行 っ て,退 屈 し,い く らか学 業 を して,

卒業証 書 を も ら うが,必 ず しも重 要 な ことは してい な

い,と い う生徒 た ちの問題 を解決 す る と考 えた のです。

したが って,私 の仕事 は,教 師 と一緒 に仕 事 を して,

それ を明 らか にす る ことで した。 それ は とて も重 要 な

経験 で した。 なぜ な ら,私 が 目に した のは,教 師 が必

要 とす るの は理論 で はない ことだ った か らです。彼 ら

は,実 践的 な例や 具体 的 なモデル を必 要 と してい ま し

た。教師 た ちは私 に,『 なるほ ど,生 徒 た ちが働 き手だ

とい うアイ デア は気 に行 った。 それ は ど うい うこ とを

意味 してい るの かね?見 せ てほ しい。 どん な風 な こ

となの か?』 と言 います 。そ こで私 は,た く さん の例

を開発 し始 めま した。や って来 て は,書 き起 こ します。

す る と彼 らは,『 ああ,こ れ は便利 だ』 とい うの です 。

こ う し て,設 計 に よ る 理 解 と い う ゴ ー ル(goa1

understandingbydesign)と い った ワーク シー トがで き

ま した。」

こ うして,UbDの 原 型が形 作 られた ので あ る。サイ

ザー の かか げる理想 を高校 にお いて実 現す るとい う極

めて実践 的 な課 題 に対応す る中でUbDが 生まれ て き

た こ とには,注 目 してお くべ きだ ろ う。 この よ うに実

践へ の応 用可能性 を重視す る姿勢 は,現 在 のUbDに 一

貫 してい るもので あ る。

(3)評 価 改 革 の 推 進

そ の 後,ウ ィ ギ ン ズ 氏 は,「 学 習 と評 価 と学 校 の 構 造

に 関 す る セ ン タ ー(CenteronLearning,Assessment,and

SchoolStructure:CLASS)」(後 のRe:Lean血gby

Design)の 代 表 と な る。 表1に 示 す 通 り,1980年 代 末

か ら1990年 代 に か け て,ウ ィ ギ ン ズ 氏 は 評 価 に 関 す る

論 文 を 精 力 的 に発 表 して い る 。1988年 に は,ア ー チ ボ

表1.ウ ィギ ンズ 氏の著 作 リス ト(1987年^-1998年)

Wiggins,G.(1987,Winter).Creatingathought-provoking

curriculum.AmericanEducator,11(4),10-17.

Wiggins,Cz(1988,Winter).RationalNumbers:Scoringand

CrradingthatHelpsRatherThanHurtsLearn血g.Amer'can

Eヒかcα ∫oκ20-48

Wiggins,Gc(1989).ATrueTest:TowardMoreAuthenticand

EquitableAssessment.PhiDeltaKappan,70,703-713

Wiggins,G(1989).Teachingtothe(Authentic)Test.

EducationalLeadership,46,41-47.

Wiggins,G(1989,November).The価htyofteaching

everyth血gofimportamce.Educa'TonalLeadership,47(3),

44-59.

Wiggins,G.(1990).SecureTests,InsecureTestTakers.InJ.L.

SchwartzandKA.Viator(eds.)ThePricesofSecrecy:The

Social,lntellectualandPsychologicalCostsofTestingin

America.AReporttotheFordFondation.Comabridge,

Mass.:EducationalTechnologyCenter,HarvardGraduate

SchoolofEducation.

Wiggins,Gc(1991)Standards,NotStandardization;Evoking

QualityStudentWork.EducationalLeadership,48,18-25.

Wiggins,G(1992).CreatingTestsWor血Taking,Educational

Leadership,49,26-33.

Wiggins,Cz(1993).Assessingstudentperformance:Exploring

thepurposeandlimitsoftesting.SanFrancisco:

Jossey-Bass.

Wiggins,Gc(1996,January).Practicingwhatwepreachin

designingauthenticassessments.EducationalLeadership,

54(4),18-25.

Wiggins,G.(1997,September).Workstandazds:Whyweneed

standardsforinstructionalandassessmentdesign.NASSP

Bulletin,81(590),56-64.

Wiggins,Gc(1998).Educativeassessment:Designing

assessmentstoinformandimproveperformance.San

Francisco:Jossey-Bass.
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一 ル ドとニ ュ ー マ ン(Archbald
,D.,&Newmann,F.)が

『中 等 学 校 に お い て 真 正 の 学 力 を 評 価 す る(Assessing

AuthenticAcademicAchievementintheSecondary

School)』 を発 表 して い る。 彼 らの 主 張 を 踏 ま え つ つ,

ウ ィ ギ ン ズ 氏 は,「 真 正 の 評 価(authenticassessment)」

論 を 提 唱す る よ うに な る 。 これ は,現 実 世 界 に お い て

人 が 知 識 や 能 力 を試 され る状 況 を 模 写 し た り シ ミ ュ レ

ー シ ョン した り しつ つ 評 価 す る こ と を 主 張 す る も の で

あ る 。

「真 正 の 評 価 」論 を 追 求 す る 中 で,ウ ィ ギ ン ズ 氏 は,

パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 の 理 論 を洗 練 させ て い っ た と言 え

よ う。

(4)意 図的設 計 によ って もた らされ る理解

ところで,UbDの 原題UnderstandingbyDesignは,

直訳 すれ ば,「意 図 的に/設 計 によ って もた らされ る理

解 」 で ある(bydesignに は,「 意 図 的に」 と 「設 計 に

よって」とい う2つ の意 味 がかけて あ る)。つ ま りUbD

は,カ リキュ ラ ム設計 に つい ての 本 で ある と同時 に,

「理 解(understanding)」 とは何 かにつ いて の著作 で あ

る。そ こで,本 稿 で は最後 に,UbDで 提唱 され てい る

「理 解」 につ いて検討 してお こ う。

UbDで は,知 識 と理 解 の違 いについ て,表2の よ う

な対 比 が示 され て いる。 この よ うな 「理解」観 の原 点

に あ るのは,ジ ョン ・デ ュー イ(JohnDewey)『 思 考 の

方 法一 一いか に我 々は思 考す るか』(原 著 は1933年;

植 田清次訳,春 秋社,1950年)で あ る。UbDに は,こ

の本 か ら次 の よ うな一 節 が引用 され てい る。 「物や 出

表2.知 識 と理 解の対 比11

知識
・ 諸事実

・ 一 貫性 のあ る事 実

のかたま り
・ 実証できる主張

・ 正 しい か
,誤 りか

・ あ る こ とが 本 当 だ

と,知 っ て い る

・ 自分 が知 ってい る

こ とを手が か りに

応答する

理解
・ 諸事実の意味

・ それ らの事実に一貫性 と意

味を与える 「理論」
・ 誤 りに陥 りが ちな,進 行 中

の理論
・ 程度や洗練 さに関わ ること

・ それがなぜか,そ れ が何 に

よって知識 とな ってい るか

を,理 解 してい る
・ 自分が知 ってい るこ とを活

用す るべ きときと活用 して

はいけない ときとを判 断す

る

来事,ま た は状況 の意 味を把握 す る とは,そ れ を他 の

物 事 との関係 の 中にお いて見 る とい うことで ある。 …

…手段 一帰結 とい う関係 は,す べて の理解 の 中心で あ

り,核 心で ある」iz。

さ らにUbDで は,理 解 を,① 説 明,② 解 釈,③ 応 用,

④ パー スペ クテ ィブ,⑤ 共感 ⑥ 自己認 識,と い う6

つの側面 で捉 え るこ とが提唱 され てい る。理 解 を直接

的に見 る ことはで きな いた め,理 解 していれ ば で きる

であ ろ うこと(6側 面)の 表現 を通 して理解 を評 価す

る とい う考 え方 が採 られ てい るので あ る。

この 「理解 の6側 面」 の考 えに最 も影 響 を与 えてい

るの は,ベ ン ジ ャ ミン ・ブル ー ム(BenjaminSamuel

Bloom)に よ る 『教 育 目標 の 分 類 学(TCLCOYIO〃zyof

EducationalObjectives)』(AllynandBacon,1956)で あ

る。ブル ー ムは,認 知領 域 にお ける教育 目標 を,知 識,

把 握(comprehension;通 常は 「理解 」 と訳 され る),

応 用,分 析,総 合,評 価 とい う6っ の レベル に分類 し

た。 ウィギ ンズ 氏は,UbDで 重視 す る 「理 解 」は,ブ

ル ーム に よる分 類学 で い うところの応用,分 析,総 合

にあた る,と 述 べて い る13。ウィギンズ氏 はま た,「 真

正 の評価 」を推 進 しよ うとした時 に行 ってい た こ とは,

「一方で は,ブ ルー ム を再読す る よ う人 々 に求 め るこ

とで あった」 と述べ て いる。 教師 た ちの大 半は,ブ ル

ー ムの分類 学 を知 って いる とい うのだ が,本 当の意味

での応用 ・分析 ・総 合 を求め るよ うな評 価 は行われ て

いなか った と言 う。

ただ し,ブ ル ー ムの分類 学 と 「理解 の6側 面」 の間

には大 きな違 い も存 在す る。 第1に,分 類学 が評価 方

法 の検討 を意 図 した ものであ ったの に対 し,「理解 の6

側 面」は カ リキュ ラム設計 を視野 に入れ た もので あ る。

したが って,UbDで は,「 理解 の6側 面」 が第1段 階

「求め られ て い る結 果」,第2段 階 「承認 で きる証拠 」,

第3段 階 「学習 経験 と指導 」のす べて にお いて適 用で

きる もの として提案 され てい る。

第2に,分 類 学 が ヒエ ラル キー構 造 で分類 を試 みて

いるの に対 し,「理解 の6側 面」では ヒエ ラル キー では

な く 「側 面」 とい う考 え方 が採用 され てい る。そ の理

由につい て ウィギ ンズ氏 は,「私 は,ヒ エ ラル キー に懐

疑 的なの です。 … …[ヒ エ ラル キーや分 類学 は]一 っ

のものの 見方 にす ぎませ ん。 他 の見方,つ ま り側 面 と

して見 る見方 もあ ります。 も し水 晶 を手 に持 って[回
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しなが ら見 るそ ぶ りを しつつ]こ の方 向,こ の方 向,

この方 向か ら見れ ば,異 な って見 えるの です 」 と述 べ

てい る。

第3に,「 理解 の6側 面 」では,共 感 とい う新 た な視

点が取 り入れ られ てい る。 この点 につ い て,ウ ィギン

ズ氏 は,ギ リガ ンか らの影 響 を述べ てい る。

「[ギリガ ンは]学 習 と道 徳性 につい ての 女性 の経験

には耳が傾 け られ てい ない とい う主張 を20年 前 に行

った,と て も重 要 な人物 で した。 彼女 は,道 徳発 達 を

扱 った コー ルバ ー グの弟子 です が,そ の理論 で は,女

性 の説 明 が うま くできて いない と考 えてい ま した。哲

学 の教 師 と して 倫理 に関す る背景 もあ った ため,私 は

……彼 女の研 究 に関 心 を持 ちま した。 それ は とて も魅

力的 で した。なぜ な ら,私 は若 い生徒 や年 配 の学生 に,

道徳性 につ いて の見解 につ いてイ ン タ ビュー しな くて

はな らなか った か らです。物 語 に子 ど もた ちが どう反

応す るかを 聞 き取 り,書 き取 り,そ う してイ ン タ ビュ

ーの完全 な プ ロ トコル がで きて
,そ れ は面 白い もので

した。

これ が私 に教 えて くれ た こ との一 つ は,パ ースペ ク

テ ィブ と共感 に ついて で した。 女性 は,よ り共感 を持

ち,そ の こ とは も とも との コール バー グには捉 え られ

ていな い。 そ の こ とが見 えた ので,理 解 にっ いての 私

の思考 に影 響 を与 えま した。 この観念,日 本語 で は ど

うかわ か りませ んが,理 解 す る とい う単語 に は,2つ

の異な る意 味 が あ ります。一っ は頭 の中の ことですね。

星 の こと,物 理 学,数 学 を理解す る。 しか し,倫 理 の

心 を理解す る とい うこともあ ります。 私 はあな たを理

解す る。 あな たの意 味 してい るこ とを理 解す る。 こ う

い う2つ の意 味が あるの です。」

この よ うに,ウ ィギ ンズ氏が ギ リガ ンとの共 同研 究

によ り手 に入れ た視点 が,「理解 の6側 面」には活 か さ

れて い るの で あ る。

おわ りに

以上 の よ うに,ウ ィギ ンズ氏の経歴 をた どった上 で

UbDに 立 ち戻 る と,改 めてUbDの 奥深 さが 見 えて く

る。UbDで め ざ されて い るのは子 どもた ちに深 い理解

を保障す る ことで あ り,そ の原 点 におい ては,思 慮 深

さや道徳 性 の育成 が 目指 され てい たので あ る。

ウィギ ンズ氏 とマ クタイ氏 は,2007年 の著書 『意 図

的設計 に よ る学校 教育(SchoolingbyDesign)』14に お い

て図 「ミッシ ョンに基づ くカ リキュラム の枠組 み」 を

提 案 してい る。そ こでは,た とえば 「生涯 学習 」 「批判

的 ・創造 的 思考」 「社 会 に対す る生産 的な 貢献 」とい っ

た 「長期 的 な ゴール 」 を学校 の ミ ッシ ョン と して実現

す るた め に,各 教科 ・各 科 目 ・各単 元へ と反映 して い

く ことが提 案 され てい る15。 これ は,思 慮 深 さや道 徳

性 を育成 す るカ リキ ュラムの在 り方 を,さ らに追 求 し

た成 果 と言 え るだ ろ う。

日本 におい て,パ フ ォー マ ンス評価 は,2008年 改訂

学習 指導 要領 で重視 され るよ うにな った 「思考力 ・判

断力 ・表 現力」 の育成 と評価 に有 効 なもの として注 目

され てい る。UbDは,そ の よ うなパ フォー マ ンス評価

を的確 に位 置づ け るカ リキュ ラム設計 の在 り方 を示 す

もので ある。

また文 部科学省 は,2012年12月 よ り 「育成すべ き

資 質 ・能力 を踏 まえ た教 育 目標 ・内容 と評 価 の在 り方

に関す る検討 会 」を設置 し,こ れ か らの時代 に求 め ら

れ る資質 ・能力 を踏 まえた教 育 目標 ・内容 の構 造や 学

習 評価 の在 り方 の検 討 を始 めてい る。そ の根底 に は,

学 校 で保 障 され る学力 と,社 会 で必 要 とされ る実ガ6

との間 の ズ レを埋 め るカ リキュ ラム設 計 を模索す る問

題 意識 が ある。 これ は,ま さ しく 「真 正 の評価 」論 と

も共通す る問題 意識 で あ る。UbDを 踏 ま え ると,日 本

のカ リキ ュラム構造 を どの よ うに変革 す る こ とがで き

るのか につ いて の検 討 が,今 後 の課題 で あ る と言 えよ

う。

注

t「 木の観 察記 録Jの ル ーブ リ ック開発 に つい ては
,

西岡加 名恵 『教科 と総 合 に活 かす ポー トフォ リオ評価

法』(図書文 化,2003年)のpp.151-156,並 び に堀哲夫 ・

西岡加 名恵 『授 業 と評価 をデ ザイ ンす る ・理 科』(日 本

標準,2010年)の 第1章 で紹介 してい る。 また,「 読 書

会 を進 め る力」 のル ーブ リック開発 につ い ては,宮 本

浩子 「6年生 の国語 科単 元 『生 き る力 を見 つ めて ～読

書会 を しよ う～』」(宮 本浩子 ・西 岡加 名恵 ・世羅博 昭

『総合 と教 科の確 か な学力 を育む ポー トフ ォ リオ評価

法 ・実 践編 』 日本標 準,2004年)で ご報告 い ただい て

い る。
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2三 藤 あ さみ ・西岡加名 恵 『パ フォ ーマ ンス評価 に ど

う取 り組 む か 中学校 社会科 の カ リキュ ラム と授業

づ く り』 日本標 準,2010年 。

3西 岡加名 恵編 著 『「逆 向 き設計」で確 かな学力 を保 障

す る』 明治 図書,2008年 。

4EFORUMに つ い て の 詳 細 は
,ウ ェ ブ ペ ー ジ

(http:/!www.educ.kyoto_u.ac.ip/e=forum・%)を参 照 され た

い。

5西 岡加名恵 ・田 中耕 治編 著 『「活 用す る力 」を育て る

授業 と評価 ・中学校 』(学 事 出版,2009年)や,田 中耕

治編 著 『パ フォーマ ンス評 価 思考 力 ・判 断力 ・表

現力 を育む授 業 づ く り』(ぎ ょ うせ い,2011年)で は,

EFORUMの ネ ッ トワー クで蓄積 され た成果 の一端 を

報告 して い る。

dUbDは
,ウ ィギ ンズ氏 とマ ク タイ氏 の共著 で あ る。

しか しなが ら,ウ ィギ ンズ氏への イ ンタ ビュー(2002

年ll月)で,ウ ィギ ンズ氏 は,「 大 半の 草稿 を 自分 が書

き,そ れぞれ の 章につ いて彼[マ ク タイ氏]が か な り

の手 を加 えた」 と述べ てい る。

7当 カ レッジの ウェブペ ー ジ(-

edu%)よ り(2012年5月4日 確認)。

8こ の博 士論 文 がUbDの 構 想 につな が ってい っ た経

緯 につ いて は,遠 藤貴 広 「Gウ ィギ ンズの 『看破 』学

習1980年 代 後 半のエ ッセ ンシ ャル ・ス クール 連 盟

にお ける 『本 質的 な問い 』を踏 ま えて」(日 本教 育方 法

学会 紀 要 『教 育 方法学研 究 』第30巻,2004年,pp.47-58)

に詳 しい。

9詳 細 につ いて は
,連 盟 の ウェブペ ー ジ(httn:/rwww.

cssentialschools.or)を 参 照。 当連 盟 に つ い て は,

次 の論 文で も紹 介 され て い る。後 藤武 俊 「米 国エ ッセ

ンシ ャル ・ス クール連 盟 の学校改 革支援 活動 『コ

ミュニテ ィ と しての学校 』理念 を中心 に一 」 『教 育学

研 究 』第69巻 第2号,2002年,pp.21-30,p.131。 遠藤 貴

広 「米国エ ッセ ンシャル ・ス クール 連盟 にお け る 『逆

向 き計画』 に よ る学校 改革 セ イヤ ー 中 ・高等 学校

の実践 を例 に 」『京都 大 学教育学 研究 科紀要 』第53

号,2007年,pp.220-232。

10ア メ リカの教 育改革 の動 向 につい ては
,次 の文献 を

参 照。 佐藤三 郎 『ア メ リカ教 育改革 の動 向』 教 育開発

研 究所,1997年 。岸 本睦 久 「アメ リカ 合衆国 」本間 政

雄 ・高橋 誠編 著 『諸外 国の教 育改革 世界 の教 育潮

流 を読 む 主 要6か 国 の最新動 向』 ぎ ょ うせ い,2000

年。 松尾 知 明 『ア メ リカの現代 教育 改革 ス タンダ

ー ドとアカ ウン タ ビ リテ ィの光 と影』 東信 堂
,2010

年。 石井 英真 『現 代 アメ リカ にお ける学力 形成 論の展

開 スタ ンダー ドに基 づ くカ リキュ ラムの設 計』東

信 堂,2011年 。

11同 上
。

12『 思考 の方 法』pp .142,152。Gウ ィギ ンズ/J.マ クタ

イ 著(西 岡加 名 恵訳)『 理解 をもた らす カ リキ ュ ラム設

計』 日本標 準,2012年,p.44。

13ウ ィギ ンズ氏へ のイ ン タビュー(2006年8月4日)
。

14Wiggins
,Cz,&McTighe,J.,SchoolingbyDesign:

Mission,Action,andAchievement,ASCD,2007.

15こ の概 要 につい ては
,西 岡加 名恵 「教科 教育 にお け

るス タ ンダー ド開発 の課題 と展望 『逆 向き設 計』

論 か らの提案 」(教 育 目標 ・評 価学 会 『教 育 目標 ・評 価

学会紀 要』第22号,2012年11月,pp.35-42)で 紹 介 し

てい る。

亘6石井英 真 「お わ りにJ(西 岡加名 恵 ・石 井英 真 ・川

地 亜弥子 ・北原 琢也 『教 職実践 演習 ワー クブ ックー

ポー トフォ リオ で教師力 ア ップ』 ミネル ヴァ書 房,近

刊)を 参 照。

(教育方法学講座准教授)
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